
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
三
十
三
号

沖
縄
の
弁
護
士
資
格
者
等
に
対
す
る
本
邦
の
弁
護

士
資
格
等
の
付
与
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
沖
縄
（
沖
縄
県
の
区
域
と
さ
れ

て
い
た
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
復
帰
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
沖
縄
の
法
令
の

規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
（
弁
護

士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に

よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
を
除
く
。
以
下

同
じ
。
）
等
に
対
す
る
本
邦
の
弁
護
士
資
格
等
の
付
与

等
に
関
し
、
必
要
な
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
資
格
の
付
与
）

第
二
条
　
沖
縄
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資

格
を
有
す
る
者
で
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の

は
、
司
法
試
験
管
理
委
員
会
が
本
邦
の
裁
判
官
、
検
察

官
又
は
弁
護
士
と
し
て
必
要
な
学
識
及
び
そ
の
応
用
能

力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
に
行
な
う
選
考

（
以
下
「
選
考
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
政
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
、
沖
縄
の
法
令
の
規

定
に
よ
る
裁
判
官
、
検
察
官
又
は
弁
護
士
の
職
の
一

又
は
二
以
上
に
あ
つ
て
そ
の
年
数
（
沖
縄
の
法
令
の

規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
得
た
後
の
年
数

に
限
る
。
）
を
通
算
し
て
三
年
以
上
に
な
る
者

二
　
前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
沖
縄
の
法
令
の
規
定

に
よ
る
司
法
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
政
令
で
定
め

る
日
ま
で
に
本
邦
に
お
い
て
司
法
修
習
生
の
修
習
と

同
一
の
修
習
課
程
を
終
え
た
も
の

２
　
沖
縄
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を

有
す
る
者
で
前
項
各
号
の
一
に
該
当
し
な
い
も
の
又
は

沖
縄
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
司
法
修
習
生
と
な
る
資
格

を
有
す
る
者
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
引

き
続
き
一
年
以
上
沖
縄
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
司

法
試
験
管
理
委
員
会
が
裁
判
、
検
察
及
び
弁
護
士
事
務

の
実
務
に
関
す
る
基
礎
的
素
養
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判

定
す
る
た
め
に
行
な
う
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い

う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
選
考
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

４
　
選
考
に
合
格
し
た
者
は
、
そ
の
選
考
に
合
格
し
た
と

き
に
、
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九

号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
司
法
修
習
生

の
修
習
を
終
え
た
も
の
と
み
な
す
。

（
講
習
）

第
三
条
　
司
法
試
験
管
理
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
又
は

第
三
項
に
規
定
す
る
者
で
選
考
を
受
け
よ
う
と
す
る
も

の
の
た
め
に
、
本
邦
の
法
令
並
び
に
裁
判
、
検
察
及
び

弁
護
士
事
務
の
実
務
に
関
す
る
講
習
（
以
下
「
講
習
」

と
い
う
。
）
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
選
考
の
実
施
等
）

第
四
条
　
選
考
、
試
験
及
び
講
習
は
、
沖
縄
が
復
帰
す
る

ま
で
の
間
に
限
り
、
行
な
う
も
の
と
す
る
。

２
　
選
考
及
び
試
験
の
合
格
者
は
、
司
法
試
験
管
理
委
員

会
が
定
め
る
。

３
　
司
法
試
験
管
理
委
員
会
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て

選
考
若
し
く
は
試
験
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た

者
に
対
し
て
、
合
格
の
決
定
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の

選
考
若
し
く
は
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４
　
前
二
条
及
び
こ
の
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
選

考
、
試
験
及
び
講
習
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令

で
定
め
る
。

（
司
法
試
験
管
理
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
臨
時
特
例
）

第
五
条
　
司
法
試
験
管
理
委
員
会
は
、
沖
縄
が
復
帰
す
る

ま
で
の
間
、
司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

四
十
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
選

考
、
試
験
及
び
講
習
に
関
す
る
事
項
を
行
な
う
も
の
と

す
る
。

（
規
則
の
制
定
）

第
六
条
　
司
法
試
験
管
理
委
員
会
は
、
こ
の
法
律
及
び
こ

れ
に
基
づ
く
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
選
考
、
試

験
及
び
講
習
の
実
施
に
必
要
な
細
則
に
つ
い
て
、
司
法

試
験
管
理
委
員
会
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
暫
定
措
置
）

第
七
条
　
沖
縄
の
復
帰
の
日
の
前
日
に
お
い
て
沖
縄
の
法

令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
で
あ
る
者
（
弁
護
士
法
の
規

定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）

は
、
沖
縄
の
復
帰
の
月
以
後
引
き
続
い
て
行
う
限
り
、

当
分
の
間
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
沖
縄
に

お
い
て
、
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
五
月
四
日
法
律
第
三
二

号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
五
月
一
一
日
法
律
第
四

四
号
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
沖
縄
の
復
帰
の
日
の
前
日
に
お
い
て
沖
縄
の
法
令
の

規
定
に
よ
る
弁
護
士
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
弁
護
士
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に
よ
る

弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
及
び
こ
の
法
律
に
よ

る
改
正
後
の
沖
縄
の
弁
護
士
資
格
者
等
に
対
す
る
本
邦

の
弁
護
士
資
格
等
の
付
与
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七

条
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
法
第
三
条
に
規
定
す
る
事
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
沖
縄
の
弁
護
士
資
格
者
等
に

対
す
る
本
邦
の
弁
護
士
資
格
等
の
付
与
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。
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